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法 人 会 員 紹 介  

一般財団法人	ロングステイ財団

弊財団は 1992 年設立され、国
内海外のロングステイ（長期滞在
旅行）の普及促進を推進している
団体です。
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愛媛県

瀬戸内海や宇和海、西日本最高峰
の石鎚山など、豊かな自然を活か
した地域の活性化に取り組んでい
ます。

ベルトラ株式会社

現地体験型アクティビティ専門予
約サイト、『ベルトラ』を運営。世界
150か国、2万種類以上の体験を取
り扱っています。

はとバスでは、サステナビリティ理
念のもとSDGsの取り組みを推進
し、その一環でエコツアーを企画し
ています。

事務局通信 

　本誌掲載記事・写真・イラストの無断転載を禁じます。

株式会社はとバス

■法人会員　企業・団体名：愛日緑化造園株式会社 /NPO	法人赤目四十八滝渓谷保勝会 /朝日テクノ株式会社 /奄美群島エコツーリズム推進協議会 /一
般社団法人移住・交流推進機構 /岩手県二戸市 /合資会社浦内川観光 /一般社団法人エコロジック/愛媛県 /	NPO	法人奥入瀬自然観光資源研究会 /
大分県アウトドア事業推進協議会 /一般社団法人小笠原村観光協会 /	沖縄県環境部自然保護課 /株式会社オーシャンズ / 有限会社オズ /株式会社風の
旅行社 / 環白神エコツーリズム推進協議会 /岐阜県飛騨市 /一般財団法人休暇村協会 /ぐりーんぴーす株式会社 /くるくるはんのう/ 下呂市エコツーリ
ズム推進協議会 /神津島エコツーリズム推進協議会 /	五色ヶ原の森案内人の会 /こしきツアーズ株式会社 /株式会社コスモスホテルマネジメント/株式会
社五千尺 /駒鳴集落を守る会 /特定非営利活動法人	SATOMORI/ サービス・ツーリズム産業労働組合連合会 /株式会社ジェーシービー/株式会社	JCB
トラベル /一般財団法人自然公園財団 /株式会社	JTB	/ 株式会社	JTBガイアレック/	JTB	協定旅館ホテル連盟 /JTB	グループ労働組合連合会 /株式会社	
JTBグローバルマーケティング＆トラベル	/ 株式会社	JTBコミュニケーションデザイン/支笏ガイドハウスかのあ /STAR	FOREST/ 特定非営利活動法人
NPO 砂浜美術館 /一般社団法人全国旅行業協会 /全日本空輸株式会社 /合同会社	solairodays	/ 大山山麓・日野川流域観光推進協議会 /株式会社高
田松原 /谷川岳エコツーリズム推進協議会 /一般社団法人対馬CAPPA/	東京都 / 東京都小笠原村 /公益財団法人東京観光財団 / 東急ホテルズ＆リゾー
ツ株式会社 / 東武トップツアーズ株式会社 / 東北リゾートサービス株式会社 /一般社団法人	大山観光局 /富山県上市町 /公益財団法人名古屋市民休暇村
管理公社/公益社団法人日本観光振興協会/日本航空株式会社/公益財団法人日本交通公社/	公益財団法人日本修学旅行協会/公益社団法人日本ナショ
ナル・トラスト協会 /	NPO法人日本ヘルスツーリズム振興機構 /株式会社日本旅行	/一般社団法人日本旅行業協会 /株式会社博報堂 /	株式会社	はとバ
ス	/ 東近江市エコツーリズム推進協議会 /特定非営利活動法人	東村観光推進協議会 / 東日本旅客鉄道株式会社 /	NPO	法人飛騨小坂	200	滝 / 株式会社	
飛騨の森でクマは踊る/株式会社ピッキオ/株式会社フィールド&マウンテン/福島県北塩原村/富士急行株式会社 /株式会社	FReX	/ヘッドオフィスジャ
パン株式会社 /ベルトラ株式会社 /北海道弟子屈町 /一般社団法人松本観光コンベンション協会 /三井住友海上火災保険株式会社 /株式会社未来政策
研究所 /宮崎県串間市 /株式会社モンベル /	公益財団法人屋久島環境文化財団 /屋久島里めぐり推進協議会 /株式会社八ヶ岳登山企画 /株式会社やま
ぼうし/NPO 法人湯来観光地域づくり公社 /一般財団法人ロングステイ財団	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2025年 4月末現在）

編集後記
　

旅
行
観
光
業
界
専
門
誌
ト
ラ

ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
３
月
末
を

も
っ
て
61
年
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
た
。
海
外
旅
行
業
界
紙
の

パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
ま
た
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
隆
盛
を
誇
っ

た
同
誌
も
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
を

迎
え
旅
行
市
場
が
団
体
旅
行
か

ら
個
人
旅
行
に
移
る
に
連
れ
広

告
出
稿
が
年
々
減
少
、
近
年
は

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
国
内
旅
行
に

軸
足
を
移
し
懸
命
に
頑
張
っ
て

き
た
が
、
遂
に
力
尽
き
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
20
年
間
同
誌

の
編
集
担
当
責
任
者
と
し
て
在

籍
し
た
者
に
と
っ
て
も
一
時
代

が
終
わ
っ
た
と
い
う
感
は
否
め

な
い
。

　

１
９
６
４
年
の
海
外
観
光
旅

行
の
自
由
化
で
口
火
を
切
っ
た

日
本
人
の
海
外
旅
行
者
は
70
年

代
か
ら
80
年
代
に
か
け
爆
発
的

な
伸
び
を
み
せ
、
大
衆
海
外
旅

行
時
代
の
波
は
地
球
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
日
本
人
旅
行
者
を
観

か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

だ
が
そ
う
い
っ
た
高
度
成
長

時
代
の
陰
で
観
光
客
の
増
大
が

放
っ
て
お
け
ば
地
球
環
境
に
や

が
て
負
の
影
響
を
も
た
ら
す
こ

と
も
懸
念
さ
れ
始
め
た
。
互
い

に
競
争
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も

業
界
の
諸
課
題
に
共
通
し
て
取

り
組
も
う
と
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー

ナ
ル
の
一
室
に
中
堅
社
員
有
志

が
定
期
的
に
集
ま
り
談
論
風

会議等実施・派遣報告
（2025年3月～2025年5月）

3/18	 理事会
4/3　	 「持続可能な地域づくり」のための
	 「エコツーリズム活用」ウェビナー実施
5/16　	 第１回運営役員会
5/21　	 理事会

JES行事予定
（2025年6月～）

6/1-2	 岐阜県高山市エコツーリズムガイド講習会
6/6　	 大分県アウトドア推進協議会総会で保険に
	 ついて講義
6/26　	 総会

上段：鹿児島県出水市のツルの飛び立ち、下段：北海道津別町の雲海ガイドツアー©️ノンノの森ネイチャーセンター

（
高
梨
洋
一
郎
・
Ｊ
Ｅ
Ｓ
副
会
長
）

発
、
そ
の
中
か
ら
「
地
球
に
や

さ
し
い
旅
人
宣
言
」
を
提
唱
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

立
教
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い

た
米
国
人
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

研
究
家
ロ
ー
リ
ー
・
リ
ュ
ー
ベ
ッ

ク
さ
ん
を
通
じ
環
境
関
係
者
達

と
の
出
会
い
が
生
ま
れ
、
今
日

の
Ｊ
Ｅ
Ｓ
の
誕
生
に
繋
が
っ
た
。

海
外
旅
行
の
黄
金
時
代
を
駆
け

抜
け
た
ト
ラ
ジ
ャ
ル
の
知
ら
れ

ざ
る
遺
産
で
あ
る
。

活動報告

季刊 旅から始まるエコとの出会い Travel meets Eco

自然資源を地域の力に：

地域の学びと行動の起点となる
調査活動「リーフチェック」
安部真理子氏（日本自然保護協会）

松本 毅氏（YNAC クラッシック、屋久島公認ガイド）

対談

JAPAN
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アメリカ三大トレイル
パシフィック・クレスト・トレイルをゆく

世界のエコツーリズムサイト

学生の活動

取組紹介

現場から

クリッピング海外情報

事務局通信

2 0 2 4
（2024 年 4 月1日より 2025 年 3 月 31日までの活動）
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松
本
毅
氏
（
以
下
、
松
本
）：	

私
は
38

年
前
に
屋
久
島
へ
移
住
し
、
ダ
イ
ビ
ン

グ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
業
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
１
９
９
３
年
に
仲
間
３
人
で
「
屋

久
島
野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
（
Ｙ
Ｎ
Ａ

Ｃ
）」
を
立
ち
上
げ
、
自
然
の
仕
組
み
を

伝
え
る
エ
コ
ツ
ア
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。

１
９
８
９
年
に
「
屋
久
島
海
洋
生
物
研

究
会
」
を
設
立
し
、
環
境
省
が
日
本
列

島
の
多
様
な
生
態
系
を
把
握
す
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト

１
０
０
０
」
の
サ
ン
ゴ
礁
部
門
の
調
査
を

20
年
近
く
に
わ
た
り
大
隅
諸
島
で
続
け
て

い
ま
す
。

安
部
真
理
子
氏
（
以
下
、
安
部
）：
大
学

院
修
了
後
、
世
界
自
然
保
護
基
金
（
W

Ｗ
F
）
ジ
ャ
パ
ン
に
就
職
し
、
１
９
９
７

年
の
国
際
サ
ン
ゴ
礁
年
を
き
っ
か
け
に
日

本
で
「
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
」
の
立
ち
上
げ

に
関
わ
り
ま
し
た
。
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
、

サ
ン
ゴ
礁
の
健
全
度
を
調
べ
る
た
め
に
設

立
さ
れ
た
国
際
的
な
市
民
参
加
型
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
で
す
。
本
部
は
米
国
に
あ

る
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
財
団
が
管
理
・
運
営

し
、
そ
の
普
及
は
各
国
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
担
っ
て
い
ま
す（
注
１
）。
そ
の
後
、

専
門
性
を
高
め
る
た
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
サ
ン
ゴ
礁
に
つ
い
て
学
び
、
帰
国
後

は
琉
球
大
学
で
ア
ザ
ミ
サ
ン
ゴ
を
テ
ー
マ

に
博
士
号
を
取
得
し
、
現
在
は
日
本
自

然
保
護
協
会

に
所
属
し
て
、

奄
美
大
島
や

沖
縄
な
ど
で

サ
ン
ゴ
礁
保

全
と
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
リ
ー

フ
チ
ェ
ッ
ク
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
リ
ー
フ
チェッ
ク
」と

「
モニ
タ
リン
グ
１
０
０
０
」、

２
つの
調
査
の
対
話

松
本
：
２
０
０
８
年
屋
久
島
で
も
リ
ー

フ
チ
ェ
ッ
ク
を
始
め
よ
う
と
チ
ー
ム
リ
ー

ダ
ー
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

専
門
家
の
確
保
が
難
し
く
、
チ
ー
ム
編

成
が
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う

こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
環
境
省
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
全
国
で
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

地
域
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
？

安
部
：	

リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
市
民
参
加

型
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
の
サ
ン
ゴ
礁

調
査
で
、
日
本
で
は
私
が
講
師
を
務
め

る
３
日
間
の
「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
＆
科

学
者
養
成
講
座
」
を
受
講
し
た
地
元
の
ダ

イ
ビ
ン
グ
事
業
者
が
中
心
と
な
り
、
チ
ー

ム
を
編
成
し
て
調
査
を
行
い
、
結
果
を

米
国
の
本
部
へ
報
告
し
て
い
ま
す
。
近

年
は
ス
ク
ー
バ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
指
導
団
体

の
「
Ｂ
Ｓ
Ａ
Ｃ
」（
注
２
）
が
都
市
部
の

ダ
イ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
と
連
携
し
、
講
習

と
調
査
を
セ
ッ
ト
に
し
た
形
で
一
般
ダ
イ

バ
ー
が
調
査
に
参
加
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
以
前
は
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
内
容
を

リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
に
変
え
て
調
査
と
水
中

生
物
観
察
と
普
及
啓
発
を
狙
う
ダ
イ
ビ
ン

グ
シ
ョ
ッ
プ
の
オ
ー
ナ
ー
も
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
が
、
近
年
は
そ
う
し
た
取
組
は

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

取
組
地
域
は
東
京
都
の
三
宅
島
や
小

笠
原
諸
島
、
和
歌
山
県
串
本
、
沖
縄
本

島
の
辺
野
古
、
砂
辺
、
勝
連
半
島
、
恩

納
村
、
大
浦
湾
、
離
島
で
は
西
表
島
、

1997年に日本国内でリーフチェック立ち上げに関わり、以来コーディネーターとして
全国でリーフチェックの普及に取り組む日本自然保護協会（NACS-J）の安部氏。

そして、屋久島を拠点に30年以上にわたり山・海・川をフィールドとするエコツアーを展開しながら、
サンゴのモニタリングを継続してきたガイドの松本氏。今回の対談では、現場で長年培ってきた経験をもとに、

自然資源を守り活かすための調査活動や、リーフチェックの最新の取組等について語り合った。

I n t e r v i e w

安
部
真
理
子
氏

M
a

rik
o

 A
b

e

日
本
自
然
保
護
協
会
　
自
然
保
護
部
主
任

久
米
島
、
慶
良
間
諸
島
、
石
垣
島
、
鹿

児
島
県
の
奄
美
群
島
（
与
論
島
、
喜
界

島
、
奄
美
大
島
）
な
ど
で
す
が
、
特
に
、

環
境
問
題
を
抱
え
る
地
域
で
は
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
へ
の
関
心
が
高
く
、
地
域
の
声

を
反
映
し
た
保
全
の
動
き
と
連
動
す
る

ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

沖
縄
県
恩
納
村
は
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク

に
積
極
的
に
取
り
組
む
地
域
の
一
つ
で
、

２
０
１
８
年
に
「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」
を

行
い
ま
し
た
。村
が
活
動
に
予
算
を
つ
け
、

地
元
の
リ
ー
ダ
ー
が
主
導
し
て
自
走
で

き
る
体
制
が
あ
り
、
関
係
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
維
持
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

最
初
は
興
味
や
楽
し
さ
か
ら
始
め
た
活

動
も
、
地
域
で
継
続
す
る
に
は
一
定
の
資

金
的
な
支
援
が
必
要
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

松
本
：
そ
う
で
す
ね
、
私
が
参
加
し
て

い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０
の

サ
ン
ゴ
礁
調
査
は
環
境
省
の
予
算
が
付

け
ら
れ
て
お
り
、
調
査
の
た
め
の
ダ
イ
ビ

ン
グ
タ
ン
ク
代
・
傭
船
代
な
ど
の
費
用
は

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
算
は
実
費
で
消

え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
こ
の
調
査
に
携
わ

る
こ
と
で
、
日
々
の
ガ
イ
ド
業
務
の
中
で

も
海
の
変
化
を
お
客
様
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
１
０
０
０

で
選
ば
れ
て
い
る
地
域
は
、
ま
だ
良
い
で

す
が
、
そ
う
で
は
な
い
地
域
で
は
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
必
要
性
を
感
じ
る
有
志
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
主
な
目
的
は
、
長
期

的
な
デ
ー
タ
収
集
を
通
じ
て
環
境
変
化

を
把
握
し
、
対
応
策
を
導
き
出
す
こ
と

で
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
１
０
０
０
や
リ
ー

フ
チ
ェ
ッ
ク
は
統
一
さ
れ
た
手
法
で
調
査

が
行
わ
れ
る
の
で
、
地
域
間
の
比
較
や
サ

ン
ゴ
の
変
化
を
視
覚
的
に
把
握
で
き
る

点
が
強
み
だ
と
思
い
ま
す
が
、
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
の
デ
ー
タ
は
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

安
部
：
世
界
中
で
集
め
ら
れ
た
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
の
デ
ー
タ
は
、「
地
球
規
模

サ
ン
ゴ
礁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｍ
Ｎ
）（
注
３
）
や
、
サ
ン

ゴ
礁
の
国
際
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
リ
ー
フ
・

ベ
ー
ス
」
に
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
研
究
機
関
で
は
数
年
に
一

度
、
世
界
の
サ
ン
ゴ
礁
の
現
状
「Status	

of	Coral	Reefs	of	the	W
orld

」
と
い

う
報
告
書
を
ま
と
め
、
そ
の
中
に
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
２
０
２
４
年
に
世
界
の
サ
ン
ゴ

礁
に
被
害
を
及
ぼ
し
た
高
水
温
等
の
影

響
は
過
去
最
大
規
模
と
言
わ
れ
て
い
る

た
め
、
国
際
サ
ン
ゴ
礁
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

と
Ｇ
Ｃ
Ｒ
Ｍ
Ｎ
が
動
き
始
め
、
サ
ン
ゴ
の

白
化
被
害
の
国
際
的
な
報
告
に
向
け
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

松
本
：
昨
年
は
特
に
サ
ン
ゴ
の
白
化
が

ひ
ど
か
っ
た
で
す
。
国
内
の
各
地
で
回

復
が
進
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
屋

久
島
周
辺
で
は
あ
ま
り
回
復
し
て
い
ま

せ
ん
。
白
化
の
状
況
を
地
球
規
模
で
知

る
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
１
０
０
０
と
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク

の
デ
ー
タ
を
統
合
す
る
こ
と
は
現
実
的

に
は
難
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

安
部
：
現
時
点
で
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

１
０
０
０
と
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
統
合
に

は
や
や
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
１
０
０
０
の
デ
ー
タ

は
研
究
者
が
扱
い
や
す
い
よ
う
資
金
面

や
デ
ー
タ
の
集
約
な
ど
に
つ
い
て
比
較
的

整
っ
た
形
式
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
多
様
な
立
場
の
ダ
イ

バ
ー
が
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
の

で
資
金
調
達
、
継
続
性
、
デ
ー
タ
集
約

な
ど
す
べ
て
を
統
一
す
る
の
は
難
し
い
で

す
。
ど
ち
ら
も
サ
ン
ゴ
や
海
中
の
環
境
を

調
べ
る
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
ま
す

が
、
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
目
的
は
①
科
学

的
な
デ
ー
タ
収
集
と
②
普
及
啓
発
の
２

点
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
員
や
船

代
な
ど
必
要
な
資
金
の
調
達
か
ら
自
分

た
ち
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
た
め
、

継
続
で
き
な
い
地
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

点
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
１
０
０
０
と
は
異
な

り
ま
す
。
で
す
が
デ
ー
タ
を
統
合
で
き
れ

ば
良
い
と
す
る
松
本
さ
ん
の
お
考
え
は
良

く
分
か
り
ま
す
。

自
走
化
に
向
け
た
課
題
、

エコツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
で

サン
ゴ
礁
や
地
域
資
源
を
活
用

安
部
：
昨
年
、
日
本
自
然
保
護
協
会
と

「
海
の
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
ろ
ん
」
の

共
催
で
「
奄
美
群
島
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
サ

ミ
ッ
ト
２
０
２
４
」
を
与
論
島
で
開
催

し
ま
し
た
。
奄
美
群
島
で
は
与
論
島
が

２
０
０
０
年
、
奄
美
大
島
（
大
島
海
峡
）

は
01
年
、
喜
界
島
は
02
年
か
ら
リ
ー
フ

チ
ェ
ッ
ク
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
を
行
っ
て
い
る
団
体
の
関
係
者
や
地

元
住
民
ら
約
30
人
が
各
島
か
ら
参
加
し
、

サ
ン
ゴ
礁
の
現
状
や
調
査
手
法
を
共
有

し
、
交
流
の
場
と
し
て
も
有
意
義
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
５
月
に
喜

界
島
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
リ
ー
フ
チ
ェ
ッ
ク
は
私
を
含

む
数
人
の
ベ
テ
ラ
ン
が
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
世
代
交
代
を
見
据
え
る
時
期
に
差

し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
活
動

で
は
熱
意
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
不

可
欠
で
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
の

活
動
は
自
立
の
促
進
が
難
し
く
、
外
部

支
援
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
課
題
で
す
。
支
援

を
控
え
す
ぎ
る
と
活
動
が
止
ま
る
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。
屋
久
島
で
は
「
支
援
と

自
立
の
バ
ラ
ン
ス
」
を
、
ど
の
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

松
本
：	

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
１
０
０
０
の
調

査
は
私
を
含
む
屋
久
島
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
事

業
者
を
中
心
に
「
屋
久
島
海
洋
生
物
研

究
会
」
で
継
続
し
て
い
ま
す
。
日
常
的
に

環
境
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
活
動
に
意
味
を

見
出
し
、
継
続
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
数
人
で
も
熱
意
あ
る
仲
間
の
存
在

が
、
活
動
の
持
続
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
自
ら
分
析
し
、
海
の

変
化
を
語
り
合
う
中
で
理
解
や
愛
着
も

深
ま
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
ま
と
ま

り
が
行
政
の
関
心
を
呼
び
、
新
た
な
支

援
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
最
初
か
ら

「
自
然
を
守
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
て
も

人
の
心
は
動
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
フ
ィ
ー

ル
ド
を
好
き
に
な
り
、「
誰
か
の
た
め
」

で
な
く
「
自
分
た
ち
の
た
め
」
に
楽
し
み

な
が
ら
行
動
し
て
い
く
意
識
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

奄
美
群
島
へ
は
「
奄
美
群
島
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
認
定
講
習
」
で
講
師
と
し
て

毎
年
訪
れ
て
い
ま
す
。
群
島
内
で
の
サ
ン

ゴ
礁
の
現
状
に
つ
い
て
、
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
と
共
有
で
き
る
機
会
が
持
て
る
と

良
い
で
す
ね
。

安
部
：
そ
う
で
す
ね
、
陸
域
や
、
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど
沿
岸
部
周
辺
で
活

動
さ
れ
て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の

方
々
に
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
サ
ン
ゴ

礁
域
が
持
つ
価
値
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
に
貢
献
す
る
手
段
で
あ
る
と
考
え
、

２
０
１
９
年
か
ら
３
年
間
、
沖
縄
県
名

護
市
瀬
嵩
に
て
、
地
元
の
方
々
と
共
に

「
地
域
の
宝
」
を
探
し
、
地
図
を
作
成

す
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
、
活
動
の
継
続
性
を
い
か
に
担

保
す
る
か
ば
か
り
を
考
え
て
き
ま
し
た

が
、
本
日
の
対
談
を
通
し
て
、
参
加
す

る
人
々
が
楽
し
く
継
続
で
き
る
体
制
づ

く
り
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
ま

し
た
。
今
後
の
活
動
に
こ
の
視
点
を
活

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

I n t e r v i e w

松
本 

毅
氏

T
a

k
e

s
h

i M
a

ts
u

m
o

to

Ｙ
Ｎ
Ａ
Ｃ
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
、
屋
久
島
公
認
ガ
イ
ド
、

日
本
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
運
営
役
員

収録日：2025 年 4 月 23 日
収録場所：オンライン

注１）日本では NPO 法人コーラル・ネットワーク所属の２名と沖縄リーフチェック研究会の安部氏がその役割を担っている。
注２）1953 年に英国ロンドンで設立されたダイビング指導団体 The British Sub Aqua Club の略称。ダイバー教育機関としては世界最古といわれている。

リーフチェック調査風景（与論）

注３）1995 年設立。各国や地域の既存の機関をつないで国際的なネットワークを構築し、サンゴ礁の現状を調査、把握するための
　　　能力開発や情報提供を行っている。

季刊 ECO ツーリズム Vol.27  No.3  Sping  2025

自然資源を地域の力に：

地域の学びと行動の起点となる
調査活動「リーフチェック」

安部真理子
1997 年に日本国内でのリーフチェックを立ち上げ、コーディネー
ターを務める。WWF ジャパン勤務中の 1998 年、初めて辺野古
の海に潜りリーフチェックを実施。オーストラリア・ジェームズクッ
ク大学院でサンゴ礁を学び、琉球大学博士課程にてアザミサン
ゴの多様性に関する研究で博士号（理学）取得。2010 年より現
職で、沖縄・奄美の海洋問題や日本の沿岸管理に携わる。

松本 毅
東京水産大学潜水部でダイビングに出会い、1987 年に屋久島
へ移住。ダイビングショップ開業後、屋久島海洋生物研究会を
発足。1993 年に屋久島初の本格的エコツアー組織「YNAC」を
設立。屋久島観光協会長や複数のガイド組織の初代会長を務め、
ガイド制度の整備やエコツーリズムの推進に尽力。全国の講習
会や審査委員も務めるなど、多方面で活躍している。

対談

屋久島 高校生の研修旅行で春田浜の海辺の調査風景

奄美群島リーフチェックサミット 2024



　

令
和
４
年
度
に
「
奥
入
瀬
渓
流
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
」

を
策
定
す
る
た
め
に
奥
入
瀬
渓
流
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会
の
中
に
検
討
部
会
を
設
置
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
を
主
に
利

用
し
て
い
る
ガ
イ
ド
団
体
等
の
参
画
を
得
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

全
体
構
想
策
定
に
お
い
て
は
、
検
討
部
会
の
会
議
の
後
に
現
場
に
お

け
る
具
体
的
な
課
題
や
ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
話
し
合
う
た
め
に
ガ
イ

ド
間
に
よ
る
意
見
交
換
（
以
下
、
ガ
イ
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
の
場
を

設
け
議
論
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

全
体
構
想
が
策
定
さ
れ
れ
ば
、
ひ
と
ま
ず
は
検
討
部
会
の
役
割
は

終
え
る
位
置
づ
け
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ガ
イ
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
ガ

イ
ド
団
体
間
の
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
場
の
必
要
性
を
受
け
て
、
継

続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
奥
入
瀬
渓
流
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
中
で
、
ガ
イ
ド
団
体
間
の
横
の
連
携
を

求
め
る
声
は
幾
度
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
声
に
応
え
る
形
で
ガ

イ
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
は
全
体
構
想
策
定
と
い
う

一
つ
の
目
的
を
達
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
か
ら
生
ま
れ
た
一
つ
の
成
果
だ
と

言
え
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
ガ
イ
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
安
全
に
関
す
る
認
識

の
共
有
と
、
拠
点
施
設
等
で
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
協
議
し
、
令
和

６
年
度
は
ガ
イ
ド
間
の
情
報
集
約
と
共
有
の
た
め
の
ｗ
ｅ
ｂ
掲
示
板

の
設
置
や
、
ツ
ア
ー
空
き
情
報
の
発
信
を
含
め
た
奥
入
瀬
渓
流
館
ガ

イ
ド
カ
ウ
ン
タ
ー
の
利
用
、
ガ
イ
ド
団
体
合
同
説
明
会
の
開
催
、
次

年
度
の
ガ
イ
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
活
動
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
話

し
合
い
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
会
が
支
援
事
業
と

し
て
関
わ
る
の
は
令
和

６
年
度
で
い
っ
た
ん
終

え
ま
す
が
、
十
和
田
市

と
観
光
機
構
が
中
心
と

な
り
事
務
局
を
担
っ
て
ガ

イ
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
継

続
さ
れ
、
令
和
７
年
度
は

４
月
の
ガ
イ
ド
団
体
合
同

に
よ
る
清
掃
活
動
を
初
回
と
し
、「
奥
入
瀬
渓
流
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
登
録
制
度
」
の
登
録
要
件
の
検
討
を
議
題
に
加
え
て
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

天然の自然博物館を体験！

ガイドと歩くことで見えてくる

景色や世界があります。

奥入瀬渓流

奥入瀬渓流の周辺で体験できるツアー

発行：奥入瀬渓流エコツーリズムプロジェクト実行委員会

　　

秘密の森で十和田湖の冬がもっと好きにな
る

かんじきフットパス
雪に包まれた十和田湖、観光客が足を踏み入れない秘密の森があり

ます。雪原に刻まれた自然や生命の息吹、そして冬を耐えぬく樹木

の姿を辿りつつ湖の展望を目指すスノーシューツアーです。

●時期：積雪期（基本的に 1 月～ 3 月上旬）

●所要：2 時間（コースによって異なります）

●開始：基本 9 時以降で希望による

●集合：休屋北駐車場（送迎応相談）

●料金：1 組（5 名以下）15,000 円

●外国人対応：簡単な英語となりますが、

　ご参加いただけます。

TEL 080-1817-0310
 十和田湖自然ガイドクラブ

中川一樹さん
Mr. Kazuki Nakagawa

Nature
Guide

ガイドの気まぐれ⁉その日見たい冬の夜を
歩こう

スノーナイトウォーク
十和田湖の冬って無限に楽しみがあるし、そのときの気象条件でも

楽しみ方が変わるんです。なのであえて “ なんにも決めない ”。だか

ら “ なんでもできる ”。皆さんと作っていく気まぐれツアーです。

●時期：1 月～ 2 月（3 月も応相談）

●所要：1 時間
●開始：18:45 ／ 20:15

　※十和田湖冬花火のスケジュールによって変動

●集合：休屋北駐車場（湖畔休屋地区内変更可）

●料金：3,000 円～
●外国人対応：簡単な英語となりますが、

　ご参加いただけます。

～十和田湖の案内人～遊部屋十和田

山下晃平さん
Mr. Kouhei Yamashita

Nature
Guide

静寂に包まれた雪と氷の世界を進む

十和田湖ウインターカヌーツアー
ガイドと同じカヌーに乗って、冬の十和田湖を楽しむツアーです。二

艇のカヌーを繋ぐので転覆の心配はありません。装備が無い方でも

レンタル品をご用意しておりますのでお気軽にご参加いただけます。

●時期：1 月 5 日～ 3 月 10 日

●所要：約 3 時間
●開始：10:00
●集合：喫茶 憩
●料金：13,200 円（お一人の場合 18,700 円）

●外国人対応：可（英語）

TEL 080-1681-1036
Towadako Guidehouse 櫂

太田泰博さん
Mr. Yasuhiro Ota

静謐な世界を独り占め

冬の十和田サウナ
雪が降り積もる森の中、スノーシューをはいて約 20 分サウナへと歩

いて向かいます。サウナは貸切 3 時間。ランブリング、サウナを通して、

冬の森と湖が生み出す静謐な空気を感じられる贅沢な時間です。

●時期：12 月～ 3 月
●所要：約 5 時間
●開始：10:00
●集合：休屋指定場所

●料金：37,000 円～
●外国人対応：可（英語）

info@towadasauna.com
合同会社 ネイチャーセンス研究所

樋口陽介さん
Mr. Yosuke Higuchi

Nature
Guide

Nature
Guide

奥入瀬渓流館
奥入瀬モスボールパーク

石ケ戸休憩所

雲井の滝

銚子大滝

子ノ口

宇樽部キャンプ場

十和田湖観光交流センターぷら
っと

十和田ふるさとセンター
大川岱桟橋

十和田湖

奥入瀬渓流

道の駅十和田湖

冬はグリーンシーズンとは全く異なり、

白銀の世界が広がります。

フカフカに降り積もった雪の上を歩くと、

いつもより高い視線で森の中を見ることが
でき、

少しだけ空が近くなったような気がします。

ガイドと歩いて、奥入瀬の冬ならではの

楽しみ方を満喫してみませんか。

Oirase Gorge
The Flow of Change and the Forest of Relaxation

約2km弱〜
歩く距離 約1km以下

歩く距離

TEL 080-1817-0310

約1.5km
歩く距離

日本エコツーリズム協会（JES）

【受賞団体と講評】
賞 受賞団体 評価のポイント

大賞
支笏ガイド
ハウスかのあ

（北海道）

エコツアー事業のみならず、地域の各主体との連携
や環境保全など、活動と役割が多岐にわたっている。
幅広い年齢層、病気や障害を抱える子どものツアー
受入も積極的に行われ、独自の形状のカヌーを使用
する等、参加者同士のコミュニケーションや自然に
対する理解、学びを促す工夫も充実している。エコ
ツーリズムによる「まちづくり」の牽引役として今後
が期待される。

優秀賞

特定非営利
活動法人 
東村観光
推進協議会

（沖縄県）

｢体験から滞在へ」をキーワードにプログラムの企画
などを行い、従来の観光と異なる視点から「選ばれ
る観光地域作り」に取り組んでいる。また、ルール
の策定やフィールドの管理等を村内の事業者等と連
携し、「保護と利用の好循環」に重要な役割を果た
している。教育機関と連携した次世代の担い手育成
にも取り組んでおり、長年にわたり地域におけるエコ
ツーリズムを牽引してきた。

屋久島里めぐり
推進協議会

（鹿児島県）

山域に集中する屋久島の自然観光に対し「里のエコ
ツーリズム」の視点で長年取組を行っている。質の
高いプログラムの企画運営のみならず、利用の分散
や地域活性化など、社会課題への対応についても考
慮されており、各集落の自立的な活動を促進しつつ、
里の文化の継承にも重要な役割を果たしている。

特別賞

エコツアー・
カラフルウェーブ

（沖縄県）

海域の観光が主流である座間味島において、陸域の
ツアーを通じて独自の視点から来訪者に地域の魅力
を伝えている。幼稚園や農家など地域の多くの主体
と連携したプロジェクトを立ち上げるなど、地域活
性化に向けた取組も積極的に行っている。

くるくるはんのう
（埼玉県）

市内の生産者と市内外の飲食店を始めとした異業種
同士をつなげる「生産者×クリエイターマッチングツ
アー」や、農産物の活用を考える会、クリエイター
向けの農作業体験など、企業間取引の創出を目的と
した企画を開催している。地域の資源と担い手に着
目し、企業を含めた様々な主体間の交流と連携を促
す役割を果たしており、地域振興に寄与している。

特定非営利活動
法人埼玉
ハンノウ大学

（埼玉県）

市域全体を大学の「キャンパス」とし、地域の自然
環境と歴史文化を活用したエコツアーを「授業」に
見立てて生涯学習、環境教育活動を行っている。ツ
アーでは研究者や地域事業者との連携による「学び」
の要素を加え、参加者に「まちづくり」を考えるきっ
かけを提供していると同時に、幅広い年齢層の参加
者が楽しめる工夫がなされている。

STAR FOREST 
角田 夏樹

（和歌山県）

海外での経験をもとに、星空ウォッチングを質の高
いツアーと環境学習プログラムに仕立てて来訪者に
提供している。ウミガメの産卵地としての環境と星空
保護の連関したストーリーがユニークで、農業との
連携やふるさと納税の返礼品としてのツアー提供を通
じて、地域振興にも積極的に寄与している。

地球のかけら
HIRAODAI

（福岡県）

平尾台全体を「学び場」として捉え、地域の自然と
歴史文化を活かしたガイド事業を行っている。小規
模事業ながら多種多様なプログラムを企画開催し、
地場産品の活用、植生調査、清掃活動等を通じてエ
コツーリズムの基本理念に対してバランスよく、かつ
堅実に取り組んでおり、今後が期待できる。

株式会社飛騨の
森でクマは踊る 
/ 安江 悠真

（岐阜県）

社有林で「ツキノワグマにとっての豊かな森を学ぶ
フィールドワーク」と題したツアーを企画開催してい
る。「クマの目線」と「ヒトの目線」を切り替えて森
を歩いたり、クマとヒトが利用している食材を取り入
れたメニューを提供するなど、参加者自らが考え、
行動変容を促すための工夫がなされている。

パート
ナー
シップ
賞

朝日テクノ株式
会社 / 駒鳴集落
を守る会 / 
特定非営利
活動法人
SATOMORI

（佐賀県）

地域の団体と企業が連携して環境保全・環境学習
の取組を行っている。植生管理や、放棄水田におけ
る湿地ビオトープ造成など、環境向上に向けた取組
だけでなく、専門性の高いスタッフによる環境学習
会を通じて都市部との交流の創出にも寄与しており、
里山の維持管理と利活用のモデルとなる。

尾瀬 SDGs 
探究ツーリズム
委員会 / 株式会
社プラチナマイ
スター （群馬県・
福島県）

地域内外の関係者と企業が連携して、SDGs を素地
とした探求型のエコツアーを実践している。若年層を
ターゲットに「学び」の要素を中心としたツアーを企
画運営しており、次世代の環境意識の醸成に寄与して
いる。発地型のエコツアーのモデルとして、事業面で
の継続発展が期待できる。
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2024年度活動報告

環境・仕組みづくり（実践者サポート）

　

北
海
道
東
部
の
津
別
町
に
て
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
」

が
発
足
し
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
は
町
の
全
体
構
想
策
定
に
向
け
た
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
行
政
機
関
や
有
識
者
、
町
内
外
の
関
係
者

の
協
力
の
も
と
、
全
５
回
の
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各
回
で
は

参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
随
時
反

映
さ
せ
な
が
ら
、
自
然
資
源
の
活
用
に
向
け
た
基
本
方
針
や
理
念
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
な
ど
、
構
想
の
骨
子
を
形
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　

津
別
町
は
森
林
と
清
流
に
恵
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
で
、
林
業

を
主
産
業
に
、津
別
峠
や
チ
ミ
ケ
ッ
プ
湖
、森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
な
ど
、

多
く
の
魅
力
的
な
観
光
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
津
別
峠
か

ら
望
む
屈
斜
路
湖
の
雲
海
や
星
空
は
、
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
す
る
人

気
の
観
光
景
観
で
す
。
一
方
で
、
豊
か
な
自
然
資
源
を
守
り
、
観
光

に
お
い
て
適
切
に
活
用
す
る
た
め
に
、
ガ
イ
ド
人
材
の
育
成
、
自
然

環
境
へ
の
配
慮
や
ヒ
グ
マ
と
の
共
存
、
安
全
対
策
な
ど
の
土
台
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
本
協
議
会
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
関
す
る
理

念
や
基
本
方
針
に
つ
い
て
関
係
者
間
で
共
通
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
年
度
以
降
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
具
体

的
な
自
然
資
源
の
活
か
し
方
や
関
係
者
間
の
ル
ー
ル
整
備
な
ど
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、
観
光
事
業
者
と
地
域
産
業
・
教
育
分

野
と
の
連
携
を
促
し
、
町
民
や
来
訪
者
へ
の
情
報
発
信
を
通
じ
て
、

地
域
ぐ
る
み
の
取
組
と
し
て
広
が
り
を
持
た
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

環
境
・
仕
組
み
づ
く
り
（
実
践
者
サ
ポ
ー
ト
）

2024年度
活動報告
2024年 4 月1日～
2025 年 3 月 31日

津
別
町
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
策
定
支
援
業
務
（
北
海
道
津
別
町
）

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
共
感
す
る
仲
間
を
広
げ
る

第
20
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
（
共
催
：
環
境
省
・
Ｊ
Ｅ
Ｓ
）

ツル観察センターから朝の飛び立ちを観察

宇宙ツアー ©️ ノンノの森ネイチャーセンター

町民学習会

奥入瀬十和田湖冬パンフレット

　

鹿
児
島
県
出
水
市
は
ナ
ベ
ヅ
ル
や
マ
ナ
ヅ
ル
を
中
心
と

す
る
１
万
羽
を
超
え
る
ツ
ル
が
遠
く
シ
ベ
リ
ア
の
地
か
ら

越
冬
の
た
め
に
飛
来
し
10
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
生
息
す

る
全
国
で
も
他
に
例
を
見
な
い
地
域
で
す
。
ツ
ル
が
生
息

す
る
エ
リ
ア
は
江
戸
時
代
初
期
に
食
糧
増
産
の
た
め
に
干

拓
さ
れ
て
出
来
た
田
ん
ぼ
を
中
心
と
し
て
い
ま
す
。
稲
作

と
の
共
存
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
に
よ
る
ツ
ル
保
護
の
歴

史
は
古
く
、昭
和
22
年
か
ら
ツ
ル
の
羽
数
調
査
が
始
ま
り
、

昭
和
30
年
頃
に
は
中
学
校
の
生
徒
ら
に
よ
る
調
査
活
動
に

引
き
継
が
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
飛
来
す
る
ツ
ル

の
数
は
平
成
９
年
以
降
１
万
羽
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
、

様
々
な
課
題
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
は
ツ
ル
を
観
察
す
る
た
め
に
訪
れ
る
人
へ
の
マ
ナ
ー
順

守
や
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
広
が
り
に
対
す
る
防
疫
の
た
め
に
ツ
ル

越
冬
地
へ
の
入
域
規
制
（
越
冬
地
利
用
調
整
）
を
開
始
。
さ
ら
に
ツ
ル

が
身
近
に
あ
る
環
境
と
産
業
振
興
の
両
立
を
図
る
た
め
に
令
和
２
年

に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
へ
の
登
録
を
目
指
し
、
翌
３
年
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
登
録
を
機
に
保
全
と
賢
明
な
利
用
（
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
）
が
求

め
ら
れ
る
中
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
ツ
ル
が
生
息
す
る
干
拓
地
が
保
全
と
利
用
の
両
立
を

図
る
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
に
お
い
て
は
市
全
域
を
対
象
と
し
、
古
く
は
肥
後
と
薩

摩
の
国
境
の
ま
ち
と
し
て
栄
え
た
歴
史
・
文
化
的
な
資
源
と
の
融
合

を
目
指
す
観
光
地
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
３
月
に
出
水
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
立
ち

上
げ
ら
れ
、
自
然
と
歴
史
を
つ
な
ぐ
市
全
体
で
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
全
体
構
想
」
の
策
定
と
、
ガ
イ
ド
の
養
成
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
・
試
行
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
に
は
協
議
会
の

中
に
市
内
で
ガ
イ
ド
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
よ
る
作
業
部
会
を

設
け
、「
全
体
構
想
」
の
検
討
と
ガ
イ
ド
団
体
間
の
連
携
の
仕
組
み

に
つ
い
て
全
３
回
に
わ
た
り
話
し
合
い
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
に
は

「
出
水
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
」
の
認
定
と
、
ガ
イ
ド

団
体
の
連
携
の
深
化
を
目
指
し
ま
す
。

出い

水ず
み
市
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
策
定
支
援
業
務
（
鹿
児
島
県
出
水
市
）

ツ
ル
の
保
護
か
ら
、
自
然
と
歴
史
が
融
合
し
た
観
光
地
づ
く
り
（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
へ

奥
入
瀬
渓
流
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
支
援
（
青
森
県
十
和
田
市
） 

全
体
構
想
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
生
ん
だ
一
つ
の
成
果
、
ガ
イ
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
の
継
続
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環
境
省
で
は
、
自
然
資
源
を
保
全
し
つ
つ
観
光
振
興
や
環
境
教
育
に

取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
地
域
を
対
象
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
イ
ン
タ
ー

プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
れ
等
に
関
す
る
研
修
や
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
等
の
一
体
的
な
人
材
育
成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
事
業

は
（
公
社
）
日
本
環
境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
当
会
が
共
同
で
事
業
を
受

託
し
、
講
習
会
の
企
画
運
営
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
等
の
業
務
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
の
特
徴
は
全
国
を
対
象
に
募
集
し
「
キ
ー
マ
ン
」
と
な
る
人

材
が
複
数
名
で
参
加
す
る
点
で
す
。「
キ
ー
マ
ン
」
と
さ
れ
る
人
材
は
地

域
で
中
心
と
な
っ
て
活
躍
で
き
る
ガ
イ
ド
や
経
営
者
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
等
の
施
設
管
理
者
、
観
光
協
会
や
行
政
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

な
ど
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
年
に
引
き
続
き
、
２
０
２
４
年
度
も
栃
木
県
の
那
須
高
原
で
の
リ

ア
ル
開
催
と
な
り
、
全
国
11
地
域
か
ら
の
参
加
者
と
講
師
で
、
密
度
の

濃
い
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
会
の
前
に
は
各
講
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、
各
地
の
状
況
や
研
修
で
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を

聞
き
取
り
、
当
日
の
研
修
内
容
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
数
年
後
の
地
域
の
姿
を
各
チ
ー
ム
で
考
え
、
そ
れ
に
向

か
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
取
組
を
「
行
動
計
画
」
に
落
と
し
込
む
こ
と

を
目
標
と
し
て
、
研
修
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
後
に
は

各
地
域
へ
の
訪
問
を
行
い
、
現
地
で
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
併
せ
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
通
常
の
研
修
だ
け

で
な
く
、
過
去
の
参
加
者
を
対
象
に
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
対
象
と
し
た
先
進
的

な
プ
ロ
ガ
イ
ド
の
ツ
ア
ー
を
体
験
す
る

た
め
、
１
泊
２
日
の
現
地
視
察
を
企
画

し
、
箱
根
で
実
施
し
ま
し
た
。

人
づ
く
り
人
材
の
育
成
や
ガ
イ
ド
養
成
講
習
会
の
開
催

環
境
省
に
よ
る
人
材
育
成　
地
域
の
キ
ー
マ
ン
を
対
象
に
複
数
名
で
参
加

　

環
境
省
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
に
基
づ
く
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
」
の
認
定

を
受
け
た
協
議
会
を
対
象
に
年
に
１
度
、
認
定
地
域
間
の
意
見
交
換
の
場
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
）

を
設
け
て
お
り
、
弊
会
は
企
画
・
運
営
・
会
議
進
行
等
を
業
務
と
し
て
担
当
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
９
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
４
に
合
わ
せ
、
リ

ア
ル
開
催
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。
開
催
時
点
で
27
地
域
が
認
定

を
受
け
て
お
り
、
16
地
域
の
協
議
会
か
ら
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
所
管
省
庁
か
ら
の
取
組
紹
介
、
各
協
議
会
の
近
況
報
告
に

続
き
、
地
球
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ
ザ
（
Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
） 

江
口 

健
介 

氏
を
お
招
き
し
て
「
協
働

取
組
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き
、
意
見
交

換
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
環
境
省
国
立
公
園
利
用
推
進
室
か
ら
は
「
頼
り
に
な
る
の
は
同
じ
よ
う
な
課
題
を
持
っ
て

い
る
皆
さ
ん
の
横
の
繋
が
り
で
は
な
い
か
。
ぜ
ひ
今
日
の
こ
の
機
会
に
横
の
繋
が
り
を
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。」
と
い
う
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
口
氏
の
講
演
で
は
「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
協
働
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
関
係
性
」

「
協
働
の
ヒ
ン
ト
と
各
地
の
事
例
」
等
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
こ
で
の
「
協
働
」
の
考
え
方
は
目
指
す
べ
き
ゴ
ー

ル
や
出
す
べ
き
成
果
に
向
か
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
不

確
実
性
の
中
で
地
域
そ
の
も
の
が
持
続
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
、
常
に
関
係
者
が
対
話
し
、
つ
な
が
り
を
捉
え
な
す
こ
と
で

変
化
に
適
応
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
を
受
け
て
各
地
域
で
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
間

を
と
り
も
つ
役
割
を
担
っ
て
い
る
協
議
会
の
方
々
か
ら
は
「
人

口
減
少
を
受
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
事
業
の
あ
り
方
が
変
化
し

て
い
る
」「
協
働
の
場
に
取
り
込
む
人
は
地
域
愛
が
あ
る
方
を

選
ん
で
い
る
」
と
い
う
意
見
や
考
え
方
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

環
境
省　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想

認
定
協
議
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

ネットワーク会議

2024年度活動報告

人づくり、ネットワークづくり、機運づくり

当
会
で
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
の
担
い
手
で
あ
る
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
た
め
の
講
習
会
を
２
０
０
５
年
か
ら
各
地
の
要
望
を
受
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
お
い
て
地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
ガ
イ
ド
は
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
度
は
４
つ
の
地
域
で
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

奄
美
群
島
で
は
２
０
１
６
年
度
か
ら
「
奄
美
群
島
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
認
定
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
当
会
で
は
認
定
お
よ
び
更
新

の
た
め
の
講
習
会
で
ガ
イ
ド
技
術
部
分
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
４

年
度
は
群
島
全
体
で
29
名
が
新
た
に
認
定
さ
れ
、
累
積
の
認
定
者
数
は

２
０
５
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
奄
美
大
島
１
３
１
名
、
喜
界
島

11
名
、
徳
之
島
24
名
、
沖
永
良
部
島
18
名
、
与
論
島
21
名
で
す
。

　

中
部
山
岳
国
立
公
園
で
は
２
０
２
４
年
に
「
乗
鞍
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
全
体
構
想
」
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
理
念
や
基
本
的
な
知
識
、
ツ
ア
ー
に
お
け
る
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
技
術
な
ど

を
習
得
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
習
会
は
７

月
と
12
月
に
２
回
に
分
け
て
開
催
し
受
講
し
た
18
名
に
対
し
当
会
の
修

了
証
を
発
行
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
し
て
い
る
方

を
対
象
と
し
た
た
め
全
員
が
数
年
の
ガ
イ
ド
経
験
を
有
し
て
お
り
、
自

分
の
ガ
イ
ド
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
お

け
る
ガ
イ
ド
と
し
て
の
役
割
を
体
系
的
に
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
野
県
で
は
県
内
に
５
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
る
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
養
成
講
習
会
を
開
催
し
て
き
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
霧
ヶ
峰
、
志
賀
高
原
、
伊
那
市
、
乗
鞍
で
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
講
習
会
で
は
長
野
県
内
で
ガ
イ
ド
と
し
て
活
動
す
る
意

欲
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
て
お
り
在
住
地
を
限
定
せ
ず
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
在
住
地
を
問
わ
な
い
形
と
し
た
た
め
県
外
か
ら
も
参
加
が
あ
り

多
様
な
属
性
の
方
か
ら
申
込
を
得
、
定
員
30
名
の
と
こ
ろ
37
名
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
度
は
乗
鞍
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、

決
し
て
ア
ク
セ
ス
の
良
い
立
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

奄
美
群
島
、
中
部
山
岳
国
立
公
園
、
長
野
県
で
講
習
会
を
開
催

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

地
域
や
企
業
な
ど
の
連
携
を
後
押
し

機
運
づ
く
り

JES 主催セミナー、シンポジウムの企画・開催
実施日 名称 会場

10/3 エコツーリズムに関する消費者ニーズ調査を
読み解く（JES 事務局） Web

12/14 第 16 回 全国エコツーリズム学生シンポジウム 立教大学

1/16 日本遺産とは何か？ツーリズムの視点から探る
（日本観光振興協会） Web

2/20
インバウンド向けコンテンツセミナー：
訪日旅行（インバウンド）におけエコツアーの
魅力とは？（JTBGMT）

Web

イベント出展・会議出席
主催 名称 実施日

観光庁 ガイド事業に関する意見交換会に
出席

4 月、
12 月

環境省 国立公園オフィシャルパートナーシップ
プログラム意見交換会に参加

8 月、
10 月

ツーリズム
EXPO ジャパン
2024

環境省と共同出展 9/26 ～
29

OPMAC
株式会社

JICA 事業（フィリピン）の事後評価に
おけるエコツーリズム関連のアドバイス

12 月～
2 月

日本サステナブ
ルツーリズムイ
ニシアティブ

47 都道府県のサステナブル
ツーリズムプログラムへの
アドバイス

1 月

環境省（JTB 
霞ヶ関事業部）

ネイチャーポジティブツーリズム
（奄美大島、蒜山大山）

1 月、
2 月

奈良県
教育委員会

ワールドワイドラーニング・コンソーシ
アム構築支援事業アクティブラーニング
ネットワーク運営指導委員会に参加

3 月

エコツーリズムガイド講習会 in 乗鞍 環境省集合研修

講師派遣
主催 名称 実施

静岡県世界遺産課
静岡県安全快適な富士登山推進会議

「エコツーリズム推進法に係る勉強
会」で講演

5 月

東京電機大学
システムデザイン
工学部

「エコツーリズム概論」を講義 9 月

追手門学院大学
地域創造学部 「エコツーリズム概論」を講義 10 月

中京大学経済学部 愛知県のエコツーリズム発展を
考える 11 月

西武文理大学
サービス経営学部

「ニューツーリズム論
（エコツーリズム）」を講義 12 月

JTB ツーリズム
ビジネスカレッジ 「ホスピタリティ実践」を講義 12 月

J-Win（社会人女性
リーダー）勉強会

環境意識をツーリズム活用で
向上・継続できないか 12 月

東京都自然環境部
三宅島観光協会

三宅島雄山における
東京版エコツーリズム

「東京都自然ガイド」認定講習
12 月

早稲田大学大学院
経営管理研究科

エコツーリズムを活用した
インバウンドツアー造成に関する
意見交換

1 月

株式会社 JTB
JTB 観光開発プロデューサー向け
セミナーでエコツーリズムについて
講演

3 月
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今
年
度
、
環
境
省
で
は
次
の
取
組
等
を
実
施
し
ま
す
。

① 

生
物
多
様
性
保
全
推
進
交
付
金
（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
地
域
活
性
化
支
援
事
業
）
を
通
じ
、
市

町
村
が
組
織
す
る
地
域
協
議
会
が
実
施
す
る
魅
力
的
な
ツ
ア
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
や
ガ
イ

ド
等
の
人
材
育
成
等
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
２
月
に
行
っ
た
今
年
度
事
業
の

募
集
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
の
作
成
・
申
請
を
前
提
と
し
な
く
て
も
応
募

申
請
で
き
る
よ
う
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

② 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
優
れ
た
取
組
を
さ
れ
て
い
る
個
人
事
業
者
、
企
業
及
び
協
議
会
等

を
対
象
に
第
21
回
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
の
募
集
・
表
彰
を
行
い
、受
賞
者
を
当
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
環
境
白
書
へ
掲
載
い
た
し
ま
す
。
環
境
省
が
主
催
す
る
ア
ワ
ー
ド
の
受
賞
に
よ
っ
て
、
受

賞
者
は
全
国
に
向
け
て
取
組
を
発
信
・
周
知
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
受
賞
者
の
皆
様
か
ら
の

多
方
面
へ
の
発
信
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
今
年
度
も
７
月
頃
か
ら
募
集
を
開
始
す
る
予
定
で
す

の
で
、
皆
様
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

環
境
省
自
然
環
境
局
国
立
公
園
課

―
地
域
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
を
後
押
し
―

　私たちは熊本市内西区芳野地区で深
刻となっている過疎化・高齢化問題を
解決するために2014年から「東海大学
エコツーリズム研究会」として芳野の地
域振興に関わり、様々な活動を実施して
きました。地域の魅力を発掘し、芳野の
“みかん暦”（フェノロジーカレンダー）を
制作したり、学生目線で芳野を紹介する
ガイドブック“芳野トリセツ”などを作成
したり、また“オレンジカクテルナイト”と
いうイベントを実施して、地域内外に広
く芳野の魅力を発信してきました。芳野
の知名度はかなり上がり、交流人口も
増えてそれなりの成果も感じていました
が、活動を続ける中で見えてきた課題も
ありました。
　それは大学側が活動の主体となって
しまい、地域の方々が主役になれなかっ
たことです。それを解決する為に2022
年に地域の応援団として活動する「芳野
えーる」を結成し、地域を中心に活動す
る体制を整えました。
　芳野には豊かな自然や歴史、そして
一面にみかん畑が広がる風景と魅力が
いっぱいありますが、これを次世代に繋
いでいく為には芳野の子供たちが、進学
や就職のタイミングで一度故郷を離れ
てしまったとしても、芳野に戻ってきてく

れることが大事だと思うよう
になりました。
　芳野が子供たちにとって誇
りに思える故郷になる為には
子供の頃の体験が重要だと
考え、昨年8月に開催したのが
「夏休みキッズパラダイス」
です。とにかく夏休みの最高
の思い出を芳野で作ってもら
うために、地域の大人たちに
協力をしてもらって竹を使った昔遊びを
再現したり、真夏の暑い中ではありまし
たが、水遊びやスイカ割り、流しそうめ
んなども一緒に楽しみました。イベント
には地域内外から約60人の子ども達が
参加してくれて、子供たちだけでなく、保
護者からも大好評でした。子供たちに向
けた活動は結果として、地域の保護者世
代の人たちにもアプローチすることにつ
ながりました。
　今年度も、夏休みイベント『夏休み
キッズパラダイス2025』を現在準備中
です。今回は芳野に今年4月に改装オー
プンした金峰山自然の家「ヤマガラビ
レッジ」を利用して、1泊2日の子供キャ
ンプを実施します。はじめて親元を離れ
て子供たちだけで体験するキャンプの中
でどのようにすれば子供たちが楽しめる

のか？そして夏休みに少しだけ成長する
ことができるか、芳野での最高の夏の思
い出を作ってもらうために今年も私たち
は全力で準備を進めていきます。

Student's Action & Research

芳野の誇りを未来へ
～地域と共に次世代へとつないでいく挑戦～

ＪＥＳ学 生 部 会メンバ ー 募 集 中！
興味のある方はＪＥＳ事務局までご連絡ください。

文：木下 淳之介 （東海大学　文理融合学部　地域社会学科４年生）

学 生の活 動 紹 介

学生部のインスタ

芳野えーる学生部会（東海大学エコツーリズム研究会メンバー）

昨年のキッズパラダイス

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
人
材
養
成
講
習
会
や
、

「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
」
策
定

支
援
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
を
実
施
し
、

さ
ら
に
今
年
度
は
２
０
３
０
年
に
む
け
た
活

動
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

今
年
度
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
の
基
本

方
針
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｅ
Ｓ
と
し
て
も
各
地
で「
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
」
の
策
定
支

援
に
取
り
組
む
中
で
感
じ
た
こ
と
を
適
切
に

提
言
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

2025年度
日本エコツーリズム協会

（JES）の取組
実施事業 主催 期間

人づくり（人材の育成）
国立公園満喫プロジェクト
人材育成支援（予定）

環境省
（日本環境フォーラム）

奄美群島エコツアーガイド認定講習 奄美群島広域事務組合 12月上中旬
エコツーリズムガイド講習会 長野県 ９月上旬

エコツーリズムガイド講習会
岐阜県中部山岳国立公園
活性化推進協議会

６月上旬

第17回全国エコツーリズム
学生シンポジウム JES 12月中旬

環境・仕組みづくり
津別町エコツーリズム全体構想策定
支援（予定） 津別町エコツーリズム推進協議会

出水市エコツーリズム推進全体構想
策定支援（予定） 出水市エコツーリズム推進協議会

第21回エコツーリズム大賞 環境省・JES 7月下旬
募集開始

ネットワークづくり
エコツーリズム推進全体構想認定
協議会ネットワーク会議（予定） 環境省 ９月

エコツーリズム推進
に関する

省庁の取組
　

観
光
庁
で
は
、
地
方
誘
客
の
促
進
や
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
様
々
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
、
新
た
に
「
地
方
部
に
お
け
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
の
た
め

の
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
人
材
の
持
続
的
な
確
保
・
育
成
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
の
存
在
は
地
方
誘
客
や
観
光
消
費
額

の
向
上
、
さ
ら
に
質
の
高
い
観
光
を
実
現
さ
せ
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
上
で

も
重
要
で
す
。
他
方
、
各
地
域
で
は
報
酬
の
低
さ
や
繁
閑
差
に
よ
っ
て
通
年
で
の
就
労
が
困
難
と

い
っ
た
課
題
も
相
ま
っ
て
、
総
じ
て
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
観
光
庁
で
は
昨
年
度
、
有
識
者
会
議
を
設
置
し
、
特
に
人
材
が

限
ら
れ
る
地
方
部
に
お
い
て
、
ガ
イ
ド
人
材
を
持
続
的
に
確
保
・
育
成
し
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の

持
続
的
供
給
や
消
費
向
上
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
必
要
な
取
組
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
令
和
７
年
３
月
に
公
表
し
た
と
り
ま
と
め
で
は
、
体
験
商
品
の
担
い
手
と
な
る
ロ
ー

カ
ル
ガ
イ
ド
の
裾
野
の
拡
大
に
向
け
、
地
域
に
お
い
て
取
り
組
む
際
の
戦
略
・
取
組
の
方
向
性
を

示
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
開
始
し
た
事
業
で
は
、
全
国
の
複
数
の
モ
デ
ル
地
域
で
の
取
組
を
通
し
て
、
と
り
ま
と

め
で
示
し
た
課
題
や
方
針
を
検
証
し
、
得
ら
れ
た
知
見
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

観
光
庁
観
光
地
域
振
興
部　
観
光
資
源
課

―
地
方
部
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
ガ
イ
ド
の
持
続
的
な
確
保
・
育
成
に
向
け
て
―

第 20 回エコツーリズム大賞受賞「かのあ」

「芳野えーる」は、地域に寄り添う、芳野の応援団
としてこれからも様々なプログラムを通して地域の

方 と々一緒に芳野の地域振興に取り組んでいきます。

詳細は、芳野えーるのホームぺージで
https://yoshino-yell.com/

2024年度活動報告

2025年度 JES・省庁の取組

竹道具で子供と一緒に遊ぶ様子

子供たちと触れ合う様子

ローカルガイド
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い
っ
た
。
雪
解
け
と
と
も
に
短
い
夏
の
繁
殖
の
た
め
に

蚊
が
大
発
生
す
る
の
も
特
徴
で
、
歩
み
を
止
め
ら
れ

な
い
時
も
あ
っ
た
。

　

北
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
ど
こ
か
日
本
の
山
を
思
わ

せ
る
植
生
が
多
く
、
山
を
越
え
谷
に
降
り
る
度
に
小

さ
な
集
落
が
あ
り
、
人
と
の
交
流
も
多
か
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
も
慣
れ
、
歩
い
て
い
る
ス

ル
ー
ハ
イ
カ
ー
達
と
も
す
っ
か
り
顔
馴
染
み
に
な
っ

て
、一
番
ハ
イ
キ
ン
グ
を
謳
歌
し
て
い
た
時
期
だ
ろ
う
。

カ
ス
ケ
ー
ド
山
脈
は
火
山
が
続
く
山
脈
で
、
こ
こ
ま

で
く
る
と
、
長
い
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
終
わ
り
が
見
え

て
く
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｔ
は
半
分
以
上
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
に
あ
る
。

火
山
景
観
が
特
徴
的
な
オ
レ
ゴ
ン
州

　

オ
レ
ゴ
ン
州
は
川
と
森
、
そ
し
て
多
く
の
火
山
が

特
徴
で
、
特
に
ク
レ
イ
タ
ー
レ
イ
ク
は
州
の
象
徴
と
も

言
え
る
。
数
多
く
の
湖
が
あ
り
、
疲
れ
た
足
を
浸
し
、

飲
み
水
を
汲
み
、
平
坦
な
道
を
歩
い
て
は
山
に
入
り

峠
を
越
え
た
。
夏
の

時
期
は
積
乱
雲
が
雷

を
落
と
す
。
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
山
火
事

が
近
く
で
起
き
、
煙

に
巻
か
れ
な
が
ら
歩

く
こ
と
も
あ
っ
た
。

ビ
ー
玉
大
の
雹
に
降

ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
夏
の
終
わ
り
の

頃
に
な
る
と
ト
レ
イ

ル
沿
い
に
は
小
さ
な

黒
い
実
が
な
る
。ハ
ッ

ク
ル
ベ
リ
ー
と
言
わ

れ
る
野
生
種
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
だ
。
ハ

イ
カ
ー
達
は
こ
れ
を

見
つ
け
る
と
つ
い
手
が
伸
び
て
し
ま
い
、
先
に
進
め
な

く
な
る
。
気
が
つ
け
ば
手
は
紫
色
だ
っ
た
。
オ
レ
ゴ
ン

最
後
の
町
カ
ス
ケ
ー
ド
ロ
ッ
ク
ス
の
目
の
前
に
は
コ
ロ

ン
ビ
ア
川
が
流
れ
、
そ
こ
に
は
ブ
リ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ

デ
ス
（
神
々
の
橋
）
と
呼
ば
れ
る
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。

そ
こ
を
越
え
れ
ば
、
最
後
と
な
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
に
入

る
。

氷
河
地
形
が
美
し
い
ワ
シ
ン
ト
ン
州

　

ワ
シ
ン
ト
ン
州
に
入
る
と
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
多
く
な

る
。
山
の
区
間
も
多
く
全
体
に
標
高
が
上
が
っ
た
。

景
色
は
ど
こ
も
美
し
い
が
、
こ
の
エ
リ
ア
は
雪
に
削

ら
れ
た
氷
河
地
形
（
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
）
が
多
く
、
Ｐ

Ｃ
Ｔ
の
中
で
も
特
に
好
き
な
エ
リ
ア
だ
。
ま
だ
季
節

は
９
月
だ
が
緯
度
が
高
く
す
で
に
冬
の
空
気
が
漂
い
、

ア
メ
リ
カ
エ
ル
ク
と
い
う
大
型
の
シ
カ
が
多
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
警
戒
心
が
強
く
通
常
の
シ
カ
の
よ

う
に
近
づ
い
て
く
る
こ
と
は
な
い
が
、
遠
目
に
見
て
も

わ
か
る
そ
の
隆
々
と
し
た
筋
肉
、
立
ち
姿
は
森
の
神

の
よ
う
に
思
え
た
。
ゴ
ー
ト
・
ロ
ッ
ク
・
ウ
ィ
ル
ダ
ネ

ス
に
あ
る
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
（
ナ
イ
フ
の
刃
の
よ
う
に
鋭

く
切
り
立
っ
た
尾
根
）
は
素
晴
ら
し
い
景
色
だ
っ
た
。

レ
イ
ニ
ア
山
や
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
山
な
ど
カ
ス
ケ
ー
ド
山

脈
の
名
だ
た
る
山
々
が
一
望
で
き
る
。

歩
き
始
め
て
１
５
７
日
目
、

北
の
タ
ー
ミ
ナ
ス
（
終
点
）、

カ
ナ
ダ
の
国
境
に
到
着

　

歩
き
続
け
た
長
い
旅
路
、
支
え
て
く
れ
た
仲
間
や

ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

僕
は
前
に
進
め
た
。
郵
便
局
で
出
会
っ
た
70
代
の
女

性
に
「
あ
な
た
は
今
、
と
て
も
大
切
な
体
験
を
し
て

い
る
の
よ
」
と
言
わ
れ
た
言
葉
が
今
も
胸
に
残
る
。

普
通
に
見
え
る
そ
の
人
も
ト
レ
イ
ル
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｔ
を
歩
く
こ
と
の
価
値
を
語
る

人
が
い
た
こ
と
に
感
動
を
覚
え
た
。
自
分
の
地
域
に

あ
る
こ
と
が
誇
り
に
思
え
る
よ
う
な
ト
レ
イ
ル
が
あ

る
の
だ
と
知
っ
た
の
だ
。
足
を
痛
め
絶
望
し
た
時
も
、

人
の
優
し
さ
が
僕
を
前
へ
と
押
し
出
し
て
く
れ
た
。
歩

い
た
先
に
あ
っ
た
の
は
、
た
だ
の
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

静
か
に
心
を
変
え
る
旅
だ
っ
た
。

　

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
を
歩
き
き
る
こ
と
は
決
し
て
一
人

で
行
え
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
で
は
本
格
的
な
ロ
ン

グ
ト
レ
イ
ル
で
あ
る
「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
が

２
０
１
９
年
に
開
通
し
た
。
東
海
自
然
歩
道
や
九
州

自
然
歩
道
な
ど
と
共
に
、
国
内
外
の
ハ
イ
カ
ー
か
ら

認
知
さ
れ
、
地
域
の
誇
り
と
な
っ
て
、
１
０
０
年
先

に
続
く
よ
う
な
ハ
イ
キ
ン
グ
文
化
を
み
ん
な
で
育
ん
で

い
き
た
い
。

花崗岩の白い岩山の美しさ　シエラネバダ（カリフォルニア州）

　

ア
メ
リ
カ
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ー
ニ
ッ
ク
・

ト
レ
イ
ル
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）
と
い
う
国
が
定
め
た
長
距

離
の
歩
道
が
11
本
あ
り
、
民
間
の
運
営
団
体
が

情
報
の
受
発
信
や
ト
レ
イ
ル
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
全
長
３
０
０
０
㎞
を
超
え
る
３
大

ト
レ
イ
ル
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
今
回
紹
介
す
る
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
・
ク
レ
ス
ト
・
ト
レ
イ
ル
（
Ｐ
Ｃ
Ｔ
）
で
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｔ
は
総
距
離
約
４
２
０
０
㎞
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

で
、
そ
の
魅
力
は
圧
倒
的
な
自
然
美
、
自
己
探
求
と

達
成
感
、
そ
し
て
ト
レ
イ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
号
で
は
、
日
本
で
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
の
魅
力
を
普
及
し
て
い
る
一
般
社
団
法
人
ト
レ

イ
ル
ブ
レ
イ
ズ
ハ
イ
キ
ン
グ
研
究
所
の
長
谷
川
氏
に
Ｐ

Ｃ
Ｔ
を
踏
破
し
た
紀
行
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
４
月
22
日
木
曜
日
、
僕
は
ア
メ
リ
カ

の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
カ
ン
ポ
の
メ
キ
シ
コ
国
境
に

立
っ
た
。ア
メ
リ
カ
三
大
ト
レ
イ
ル
の
一
つ
、パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
・
ク
レ
ス
ト
・
ト
レ
イ
ル（
Ｐ
Ｃ
Ｔ
）の
全
線
を
ス
ル
ー

ハ
イ
キ
ン
グ
す
る
た
め
だ
。
ト
レ
イ
ル
エ
ン
ジ
ェ
ル（
ハ

イ
カ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
た
ち
）
の
車
に
乗
っ
て
集

ま
っ
た
30
名
程
度
の
ハ
イ
カ
ー
達
が
、
起
点
の
タ
ー
ミ

ナ
ス
（
注
１
）
の
隣
に
代
わ
る
が
わ
る
立
ち
写
真
を

撮
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
メ
キ
シ
コ
国
境
は
気
温
が

高
い
は
ず
な
の
だ
が
、
小
雪
が
舞
い
散
る
寒
い
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
僕
は
約
５
ヶ
月
に
わ
た
る
長

い
歩
き
旅
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｔ
で
は
パ
ー
ミ
ッ
ト
（
許
可
証
）
を
発
行
し

て
お
り
現
在
で
は
年
間
４
０
０
０
人
程
度
に
制
限
し

て
い
る
が
、
僕
が
歩
い
た
２
０
１
０
年
の
パ
ー
ミ
ッ
ト

発
行
数
は
４
０
０
程
度
と
今
の
十
分
の
一
程
度
し
か
な

か
っ
た
。

Ｐ
Ｃ
Ｔ
の
道
の
半
分
を
占
め
る

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

　

こ
の
年
の
降
雪
量
は
平
均
だ
っ
た
が
、
記
録
的
な

気
温
の
低
さ
で
南
か
ら
北
ま
で
標
高
が
上
が
れ
ば
残

雪
が
あ
っ
た
。
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
荒
涼
と
し
た
砂

漠
地
帯
で
、
乾
燥
と
暑
さ
と
の
戦
い
だ
っ
た
。
途
中
、

無
数
の
風
車
が
立
ち
並
ぶ
風
力
発
電
地
帯
も
通
る
。

一
歩
踏
み
出
す
ご
と
に
乾
い
た
土
が
舞
い
、
１
日
歩
け

ば
靴
下
の
中
の
足
も
砂
と
汗
で
黒
く
汚
れ
た
。

　

中
央
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
あ
る
シ
エ
ラ
ネ
バ
ダ
は
標

高
４
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
山
々
が
連
な
る
山
脈
。
ト

レ
イ
ル
以
外
に
人
工
物
を
一
つ
も
見
な
い
日
が
あ
る
ほ

ど
の
野
生
地
域
で
、
見
え
る
景
色
の
ど
れ
も
雄
大
で
、

大
自
然
の
中
で
寝
起
き
を
す
る
こ
と
が
身
体
に
染
み

入
る
よ
う
な
経
験
を
し
た
。
当
然
、
何
日
も
風
呂
に

入
ら
な
い
の
で
時
に
小
さ
な
滝
を
シ
ャ
ワ
ー
代
わ
り
に

浴
び
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
世
界
的
に
も
有
名
な
ヨ
セ

ミ
テ
国
立
公
園
、
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
自
然
保
護

の
父
の
名
が
着
い
た
ジ
ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ア
・
ト
レ
イ
ル

も
通
過
す
る
。
チ
ッ
プ
モ
ン
ク
、
マ
ー
モ
ッ
ト
な
ど
の

高
山
帯
に
住
む
野
生
動
物
も
多
い
。
標
高
が
高
い
た

め
一
日
中
残
雪
の
中
を
歩
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
雪
の
急

斜
面
を
心
臓
の
鼓
動
を
感
じ
な
が
ら
一
歩
ず
つ
上
が
っ

た
。
標
高
を
少
し
下
げ
れ
ば
雪
解
け
水
が
ト
レ
イ
ル

を
浸
し
、
足
が
乾
く
の
は
、
テ
ン
ト
の
中
で
過
ご
す

夜
だ
け
だ
っ
た
。非
常
に
乾
燥
し
て
い
る
地
域
の
た
め
、

雨
が
降
る
テ
ン
ト
の
中
で
さ
え
濡
れ
た
靴
下
が
乾
い
て

United States of America

長谷川 晋（一般社団法人トレイルブレイズハイキング研究所　代表理事、所長・長距離ハイカー）

アメリカ三大トレイル「パシフィック・
クレスト・トレイル」をゆく

荒涼とした大地に立ち並ぶ風車 _ テハチャピ（カリフォルニア州）

アメリカ合衆国

世界のエコツーリズムサイト

仲間たちと超えた 4000m の峠　フォレスターパス（カリフォルニア州）

カスケード山脈を一望

アクセス
　サンディエゴ空港まで日本から 12 時間
１）基点のカリフォルニア州カンポまで空港
から路線バスを乗り継いで４時間。徒歩にて
南ターミナスへ
２）または民間のシャトルタクシー（要予約）
https://pctsouthernterminusshuttle.com

さあいざシエラネバダへ　

連絡先
一社）トレイルブレイズハイキング研究所
東京都港区東麻布 2-28-6
admin@trailblaze-hi.org

長谷川 晋
自転車で日本を旅して回ったのが「旅人」と
しての原点。トレイルネームは「Turtle（ター
トル）」 セレクトショップ、スキー場、山小屋、
アウトドアショップなどの勤務を経てハイカー
ズデポ スタッフへ。2010 年のパシフィック・
クレスト・トレイルスルーハイクの後、その経
験を後進ハイカーにブログやイベントなどを
通じ積極的に提供。ウェブマガジン TRAILS
と の 共 催 イ ベ ン ト「LONG DISTANCE 
HIKERS DAY」をたちあげ、日本人長距離
ハイカーコミニティの中心人物でもある。現
在は一般社団法人トレイルブレイズ ハイキ
ング研究所の代表理事をつとめ、日本にお
ける長距離トレイルやハイキング文化発展に
奔走している。著書に『LONG DISTANCE 
HIKING』（TRAILS）がある。
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注１）パシフィック・クレスト・トレイル（PCT）の「ターミナス（terminus）」とは、トレイルの始点または終点を指す

時の流れを感じる

パシフィック・クレスト・トレイルの全体図
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　世界自然遺産登録を機に IUCN（国際自然保
護連合）より４つの事項への対応を要請され、
その 1 つである観光管理の取組として東村公認
ガイド利用推進条例の施行の検討を進めて参り
ました。このような背景を踏まえ、本条例は地
域資源の特性及び価値を安心安全で質の高い体
験型観光として提供し、保全と利用の調和した
地域振興と地域資源の後世への継承に資する持
続的観光の実現を目的とし、登録エコツアー事
業者及び公認ガイドを東村長が認定する制度と
しています。

【登録エコツアー事業者概要】
東村内でエコツアーを営む事業者で一定の要件
を満たし村長から登録を認められた事業者

【公認ガイド】
登録エコツアー事業者に被雇用、又は契約関係
を結びエコツアーを行う者で、一定の要件を満
たし、村長から認証を受けたエコツアーガイド。
公認ガイドは経験や資格等に応じて登録ガイド
と認定ガイドに分けられる。

　以上の制度骨子を踏まえ、令和５年３月に東
村公認ガイド利用推進条例が施行され、令和 6

年度より東村公認ガイドの運用が開始されまし
た。それに伴い、令和 6 年 6 月 6 日（木）東村
役場にて「東村公認ガイド認定式」を執り行い、
９事業者を登録エコ―ツアー事業者として登録、
公認ガイドとして認められた「認定ガイド」８名、

「登録ガイド」12 名に村長から登録書及び認証
証書が交付されました。
　この取組により、本村は世界自然遺産地域に
相応しいエコツーリズムの推進と地域の持続可
能な発展を目指していきます。

取組紹介
沖縄県北部・東村公認ガイド利用推進条例

 行政 administration

　株式会社はとバス（本社：東京都大田区）で
は東京都西多摩郡檜原村とタイアップし、エコ
ツーリズムの要素を取り入れた日帰りツアーの
運行を５月より開始しました。このツアーは「人
と環境にやさしい持続可能な社会の実現をめざ
し、新たな価値を創造し続ける」という、はと
バスのサステナビリティ理念のもと、SDG ｓの
様々な取組の一環として企画され、日本エコツー
リズム協会（JES）から檜原村エコツーリズム推
進協議会を紹介し実現に至ったものです。
　今回は檜原村の「都民の森」におけるエコツ
アーを中心に村の自然、味覚、温泉を楽しんで
いただくコンセプトとなっています。「都民の森」

のエコツアーでは、ウッドチップが敷き詰められ
た平坦な森林セラピーロードを三頭大滝まで往
復 90 分ほど歩きながら、エコツアーガイドの案
内のもと、植物に触れたり、山の音を聞いたり
と五感を研ぎ澄ましながら森を感じていただく
内容となっています。
　また、バス移動については大型観光ハイブリッ
ドバスを使用し環境に配慮するとともに、ツアー
代金の一部を檜原村エコツーリズム推進協議会
に寄付し環境保全に役立てていただくなど、サ
ステナビリティへの貢献も盛り込まれています。
　５月 10 日出発の第１陣は雨上がりの清々しい
中、34 名の参加者にツアーを楽しんでいただき
ました。野生のシカと出会ったり、開花したヤマ
シャクの群生を見たりなど檜原村の自然にリアル
に触れ、皆様癒された感想をお持ちで、エコツ
アーを十分満喫されていました。
　ツアー反響もすこぶる良く、設定日は既に完売
となっているようです。
　はとバスでは今後もバスツアーを通じ、自然

環境や文化、伝統等の資源を持続的に保つこと
ができるよう取り組まれます。JES では地域と企
業をつなぐ役割を担っていきます。

株式会社はとバスによる檜原村とのタイアップ企画
「東京の森へ…檜原村サステナブルツアー」の運行開始

 企業 business

地域 local 

　1993 年、日本で初めて世界自然遺産に登録
された白神山地（青森県・秋田県）は、世界最
大級の原生的なブナの森が広がる貴重な地域で
す。この豊かな自然環境を保全しながら地域振
興の両立を一層図るため、2011 年に「環白神
エコツーリズム推進協議会」が設立されました。
当会は「価値を深める」「本質を伝える」「人を
育てる」の三つを柱に活動し、現在は西目屋村、
鰺ヶ沢町、深浦町、弘前市、藤里町、八峰町、
能代市、大館市の 8 市町村の負担金により運営
されています。この 5 月には北秋田市が新たに
加わる予定です。
　2023 年、世界遺産登録 30 周年を迎えること
を機に、「白神検定プロジェクト」が始動。白神
山地は保全された自然だけでなく、約 8000 年
前からブナ林と共に生きてきた人々の歴史が息

づく場所です。山菜採りや狩猟、炭焼き、信仰、
生活の知恵など「ブナ帯文化」と呼ばれる独自
の自然観と暮らしが、継承されています。
　この歴史や風土への理解を深め、地域のおも
てなし力の向上を目指し、2022 年より東京都立
大学の山下祐介教授と学生、地域の学芸員と立
ち上げた「環白神文化圏研究会」により調査研
究が始まり、2025 年 3 月『別冊太陽 環白神の
世界』（平凡社）が刊行となりました。本書は、
白神山地を軸にその周辺の「環白神」エリアの
縄文時代から現代に至る自然と文化に残る、「不
思議さと懐かしさ」を呼び起こす物語が記され
ています。
　この書籍を公式テキストとし、第 1 回白神検定

（3 級相当）を 8 月に開催予定。旅行者や観光
関係者のみならず、地域住民や自然に関心のあ

る方にも、自らの足元を見つめ、考える機会と
なることを期待しています。今後は検定とツアー
や講座を組み合わせた「旅マエ・旅ナカ・旅アト」
のコンテンツ開発を進め、学びと実体験の融合
を目指します。自然と文化を守り、伝え、育て
る視点を持つ “ 白神アンバサダー ” のような人
材が、地域内外に広がっていくことを願いながら、

白神検定を起点に新
たな共生のあり方を
模索していきます。

廃校を活用し地域の魅力化とエコツーリズムの拠点へ

　八丈島にある５つの
集落の中で特に過疎化
と人口減少が進んでい
る末吉地区にある廃校
を活用した「海・山・
暮 らし 館 」 が４月リ
ニューアルオープンいたしました。
　八丈島の海の魅力、大地の成り立ちや特色、
人がつないできた暮らしについて映像やイラスト
を中心に分かりやすく親しみやすい展示となって
います。また、ゆっくりと自転車で巡ってもらえ
るように「ワンダーサイクリング」も始まりまし
た。末吉地区のゆったりとした空気感や昔なが

らの町並み、シダ類の多い自然や末吉の海を眺
められるセルフガイドの自転車コースです。
　この末吉地区には眺望がすばらしい人気の温泉

「みはらしの湯」があり、もともと観光客の流
れはあったのですが、他に立ち寄る場所もなく
観光客は温泉に入るとそのまま別の場所へ移動
してしまうという課題がありました。今回の取組
は、まずは末吉地区での滞在時間を延ばすとい
うもの。八丈町、末吉住民、地域おこし協力隊、
八丈島エコツアーガイド協会が一体となり、さら
にエコツーリズムアドバイザーを島外から招致し
行政・民間の枠を超え実現しました。
　今後は「海・山・暮らし館」を活用した末吉

地区のガイドツアーやイベント等を実施し、ガイ
ド育成システムの構築や、宝探し、そして末吉か
ら始まる八丈島エコツーリズムの拠点として取り
組んでいく予定です。

ガイド養成講座修了者へのガイド団体による「合同説明会」の開催

　当実行委員会では、令和 6 年に認定を受けた
「奥入瀬渓流エコツーリズム推進全体構想」で
示したルールの掘り下げや、より具体的なルー
ルづくりを行うため、全体構想検討部会の構成
員であるガイド団体等との協議の場（以下、「ガ
イドミーティング」）を令和５年度より開催して
います。
　昨秋開催したガイドミーティングのなかで、ガ
イド団体における人材確保・育成の問題や、ガ
イド養成講座修了後の実践の機会が不足してい

るという課題が挙げられました。また、十和田
市では、観光客の受入態勢の充実の指標として

「観光ガイド数」を掲げており、当地域におけ
る重要なインタープリテーションの手段のひとつ
であるガイド人材掘り起こしが必要であると考え、

「十和田奥入瀬ガイド団体合同説明会」を開催
することにしました。
　説明会では各ガイド団体の活動説明だけでな
く個別相談の場を設けたことによって、ガイド団
体への所属を具体的に考えることができる説明
会となり、アンケートでは「所属する団体が決
まった」「所属する団体の候補が見つかった」と
参加者の半数が回答していました。また、実際
にガイド団体から「説明会参加者の所属があっ
た」と報告もいただいたことから、マッチングの
機会として成果が見える説明会を開催できたと

思います。
　引き続きこの取組を続けていくと共に、今後も
ガイド団体等と課題を共有しながら当地域でガ
イドが一層活躍できる場所と仕組みづくりに向け
た検討・実践をしていきたいと思います。

大類由里子（八丈島エコツアーガイド協会 副代表）

奥入瀬渓流エコツーリズムプロジェクト実行委員会

佐藤和明（環白神エコツーリズム推進協議会　プログラムオフィサー）

いろいろなセクターにおける
取組を紹介します。

ecotourism 
for 
ALL

河合宏樹（東村役場企画観光課）

佐藤秀樹（日本エコツーリズム協会　事務局次長）

季刊 ECO ツーリズム Vol.27  No.3  Sping  2025

ツアーで運行したハイブリッドバス

海の教室

都民の森セラピーロードでのエコツアー合同説明会の様子

遺産周辺をもっと楽しむ。白神検定チャレンジ！白神山地

東京都八丈島

青森県十和田市

公認ガイド認定式

【対象者】
奥入瀬渓流エコツアーガイド ( ネイチャーガイド ) 養成
講座修了生のうち、参加希望者
※講座は令和２年度より実施。（令和４年度を除く。）

【内容】
各ガイド団体の活動紹介（７団体）　及び　個別相談

【開催目的】
①今後ガイドとしての活動を希望する方に各ガイド団体
の活動を知ってもらうことで、ガイドとしての活躍の場
を紹介する。
②奥入瀬渓流周辺で活動する各ガイド団体とガイド人
材とのマッチングの機会の創出を図る。

【当日の参加者】　16 名

白神検定ロゴ別冊太陽　環白神の世界
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産
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イ
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め
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ッ
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グ
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画

　

飯
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内
に
は
露
地
野
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を
始
め
、
茶
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樹
、
穀
類
、
卵
な
ど
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。
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あ
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ま
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あ
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わ
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を
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飯能産の農産物からご縁をつなげる
公民連携チーム“くるくるはんのう”

産地の一つである狭山茶の淹れ方ワークショップ
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写真提供 : タイ国政府観光庁

　タイでは毎年 3 月 13 日は『タイ・
エレファント・デー』という象の日。
タイの人たちが象を国の大切な動
物として尊重し、何世紀にもわたっ
て生活をともにしている大切な家族
の一員であることをあらわしていま
す。タイ全土には象が観光業に従事
するために 3,000 頭以上飼育されて
いて、全国 22 の県にある 250 カ所
のエレファント・キャンプで暮らして
います。かつて象は主に林業に従事
するために訓練されていましたが、
1989 年以降、政府が出した森林伐
採廃止の政令により、飼育していた
象を自然の生息地に戻すことが難し
くなりました。その結果、象は観光
産業の中で新たな役割を担うことに
なりました。『エレファント・ケア・ツー
リズム』は、“ サステイナブルツーリ
ズム – 持続可能な観光 ” の一環とし
て、観光産業に従事する象を大切に
する持続可能なツーリズムです。人
間によるケアの必要性など、飼育さ

れているタイの象の状況を国際的に
（特にタイに旅行者を送るツアーオ
ペレーターに）広めるために 3 つの
C を掲げています。（3 つの C につい
ては下の囲みに記載）

タイの国立公園・野生生物・
植物保護局の
動物福祉への取組

　野生の象が 3,500 頭、家畜として
飼われている象が 4,500 頭いるとい
われています。現在では、象の写真、
DNA、象使いのプロフィールを含む
新しい電子プロフィールシステムに、
すべての象が個別に登録されていま
す。また、タイの国立公園・野生生
物・植物保護局には独自の獣医チー
ムがあり、すべての動物園を定期的
に調査し、動物の世話が適切に行わ
れているかどうかを確認しています。
タイ北部ランパーン県には 1993 年
に王室の後援によって設立された「タ
イ象保護センター」という施設があ
り、観光客も短いものでは 1 日プロ
グラムで象の生態や象使いについて
学ぶことができます。他にも、ホテ
ルで実施しているエレファント・ケア
のプログラムなど、機会があれば観
光にプラスして、象と共に長い歴史
を歩んできたタイならではの体験を
楽しんでみてはいかがでしょうか。

エレファント・ケア・ツーリズム
タイ王国

タイ国政府観光庁
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　その豊かな生態系により「地上最
後の楽園」と称されるパラオ共和国。
日本からは直行便で約 4 時間半とい
う近さで、時差もありません。ここ
で 40 年以上にわたり運営を続けて
いるパラオ パシフィック リゾートは、
約 27 万㎡の敷地内に約 250m の

プライベートビーチやパラオ固有種
の野鳥が息づく裏山を有しています。
本リゾートは開発当初から「環境保
全と開発の両立」を理念の中心に据
え、リゾート前面の海浜整備や裏山
の保護等を行ってきました。また、
国内外の団体や宿泊ゲストとともに、

絶滅危惧種であるオオシャコ貝やウ
ミガメの放流、サンゴ養殖、植樹、
地域清掃といった、パラオの美しい
自然環境の保全活動に長期的に取り
組んでいます。
　環境保全の更なる強化に向け、
2025 年末には新たにネイチャーセ
ンターを開設します。本センターで
は、シュノーケリングやトレイルハイ
キングなどのフィールドツアーや館

内展示を通じて、パラオの貴重な動
植物、文化との繋がり、そしてその
背後にある生態系の奥深さを探る体
験を提供します。Ridge to Reef（尾
根からサンゴ礁まで）をテーマに、
海と陸両方の生態系を一挙に体験で
きるのが本リゾートの大きな魅力で
す。また、国内外の研究機関等との
パートナーシップにより、パラオの
生態系をテーマにしたセミナー・イ
ベントも開催します。
　自然の魅力を知り楽しむことは環
境保全への第一歩です。この大切な
一歩をお客様や地域の皆様と共に重
ね、パラオが誇る美しい自然を次世
代に引き継いでいきたいと考えてい
ます。

エコツーリズムで紡ぐ生態系の未来：
パラオ パシフィック リゾートの環境保全への挑戦
パラオ共和国

Yalap P Yalap
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Thailand

Republic of Palau

写真提供 : タイ国政府観光庁

1. コミュニケーション（Communication）
タイ国内の象の飼育に関する事実に基づいた情報を提供し、国民の理解を
深める必要があります。正確な情報を発信することで人々に広く認識しても
らいます。
2. 共同作業 (Collaboration)
タイ人と外国人を含めた観光業界全体で共に、国際的な規範に基づいて活
動するためにお互いに協力し議論する必要があることを提案しています。
3. 歩み寄り (Compromise)
すべての関係者が納得できる基準を作ることで、共通の利益のために前向
きに協力し合うことをすすめています。

ランパーン県「タイ象保護センター」

第20回 エコツーリズム大賞「特別賞」
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未活用素材を使ったクラフトジン

clipping　海外情報 From the field

集落でのマッチングツアー

3つのC

片野　陽介
　2012年飯能市役所入庁後、7年間エコツーリズ
ム担当として従事後、現職。現職に異動後、飯能市
内の農産物やつくり手の魅力を市内外の飲食店を始
めとするクリエイターに向けて伝えるべく始めた「生
産者×クリエイターマッチングツアー」を現在13回
開催している。現在は市職員としての業務の傍ら「く
るくるはんのう」のメンバーとして活動している。

（パラオ パシフィック リゾート　
  ネイチャーセンターマネージャー）


